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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期連結
累計期間

第47期
第３四半期連結

累計期間
第46期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,792,595 2,115,136 2,574,995

経常利益 （千円） 258,544 375,706 388,199

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 249,231 350,612 449,314

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 253,769 354,956 455,200

純資産額 （千円） 1,422,831 1,979,113 1,624,227

総資産額 （千円） 13,224,891 13,943,673 13,440,536

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 7.92 11.14 14.28

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 10.8 14.2 12.1

 

回次
第46期

第３四半期連結
会計期間

第47期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.94 2.52

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営んでいる事業の内容に

重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、株高・円安を背景とした企業収益の回復や雇用状況の改善等

があったものの安定的な経済成長は望めておらず、中国経済減速の影響、国内の個人消費や輸出の伸び悩み等、予

断を許さない状況であります。

　当不動産業界におきましては、マンション市場において、新築物件については事業用地の不足、建築コスト増大

等により販売単価が上昇傾向にあるために、契約率は前年に比べ低い水準となってきております。また、その影響

を受けて、都心部の利便性の高いエリアを中心に中古マンションの価格が上昇しており、売り物件数や成約件数も

前年に比べ増加傾向にあります。賃貸オフィスビル市場においては、大阪主要エリアでテナント企業の移転拡張や

館内増床による成約等、前向きな動きもあったことから空室率は７％台まで減少しており、中心部におけるオフィ

ス需要は堅調に推移しております。

　このような状況のもと、当社グループは、不動産賃貸事業においては既存所有の賃貸物件の稼働率向上を図ると

ともに新規収益物件の買取りを行いました。販売代理・仲介事業においては京阪神地域中心に地元密着型の営業活

動により仲介物件の受託と販売に注力し、不動産管理事業においては物件オーナー様とのコミュニケーションを密

にすることでニーズを掘り起こし、管理戸数拡大をめざしました。不動産販売事業においては良質な中古物件を積

極的に取得し、リフォームにより付加価値を高めたことで順調に販売が進捗いたしました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高21億15百万円（前年同期比18.0％増）、営業利益４億40百万円

（前年同期比35.2％増）、経常利益３億75百万円（前年同期比45.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

３億50百万円（前年同期比40.7％増）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　なお、当社グループは、第１四半期連結会計期間より、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更

を行っております。詳細は「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記

載のとおりであります。前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の事業セグメントの利益又は

損失の算定方法により算定した数値で比較しております。

 

〔不動産賃貸事業〕

　不動産賃貸事業におきましては、東神戸センタービル（神戸市東灘区）の稼働率向上及び前連結会計年度に取得

したフレアコート甲南（神戸市東灘区）をはじめ、当第３四半期連結累計期間においても積極的に取得した賃貸物

件による増収等により、売上高は10億18百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は４億58百万円（前年同期比

6.4％増）となりました。

〔販売代理・仲介事業〕

　販売代理・仲介事業におきましては、売買仲介部門で取扱件数が増加したことから、売上高は４億66百万円（前

年同期比21.8％増）、営業利益は79百万円（前年同期は営業損失４百万円）となりました。

〔不動産管理事業〕

　不動産管理事業におきましては、営業努力により管理物件戸数は増加したものの一般管理費が増加したことで、

売上高は１億68百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は13百万円（前年同期比44.1％減）となりました。

〔不動産販売事業〕

　不動産販売事業におきましては、中古物件を積極的に仕入れ、売却までの回転期間を短縮したことで販売戸数が

増加したことから、売上高は３億73百万円（前年同期比84.4％増）、営業利益は28百万円（前年同期比62.9％増）

となりました。
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〔その他の事業〕

　その他の事業におきましては、販売人員の派遣料収入等が増加したことから、売上高は88百万円（前年同期比

29.1％増）、営業利益は33百万円（前年同期比178.0％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は139億43百万円（前連結会計年度末比５億３百万円増）となりまし

た。流動資産は、販売用不動産の増加等により16億40百万円（同62百万円増）、固定資産は、賃貸事業用不動産と

して「協和ビル」（神戸市中央区）を取得したこと等から123億３百万円（同４億40百万円増）となりました。

負債につきましては、流動負債が親会社からの短期借入金の返済等により74億９百万円（同83百万円減）、固定

負債が金融機関に対して新規借り入れを行ったことから長期借入金の増加等により45億54百万円（同２億31百万円

増）となりました。

また、純資産は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により19億79百万円（同３億54百万円増）となり、そ

の結果、自己資本比率は14.2％（同2.1ポイント増）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年２月２日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,513,000 31,513,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 31,513,000 31,513,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 31,513,000 － 3,405,000 － 405,000

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　39,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　31,408,000 31,408 －

単元未満株式 普通株式　　　66,000 － －

発行済株式総数 31,513,000 － －

総株主の議決権 － 31,408 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式236株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

アーバンライフ株式会社
神戸市東灘区本山南

町八丁目６番26号
39,000 － 39,000 0.12

計 － 39,000 － 39,000 0.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,122,360 1,130,678

受取手形及び売掛金 174,499 137,163

販売用不動産 147,830 241,232

繰延税金資産 86,879 81,928

その他 49,430 52,527

貸倒引当金 △3,536 △3,491

流動資産合計 1,577,464 1,640,038

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,452,647 5,431,582

土地 5,739,191 6,180,232

その他（純額） 41,642 62,064

有形固定資産合計 11,233,481 11,673,878

無形固定資産   

借地権 243,286 243,286

その他 21,902 22,767

無形固定資産合計 265,188 266,053

投資その他の資産   

投資有価証券 200,063 200,035

繰延税金資産 5,230 4,927

その他 ※１ 159,108 ※１ 158,739

投資その他の資産合計 364,402 363,702

固定資産合計 11,863,072 12,303,635

資産合計 13,440,536 13,943,673
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 68,606 52,347

短期借入金 6,800,000 6,750,000

未払法人税等 33,109 33,527

前受金 296,814 272,990

預り金 188,092 194,871

賞与引当金 2,421 －

その他 103,892 106,176

流動負債合計 7,492,936 7,409,913

固定負債   

長期借入金 3,700,000 3,900,000

退職給付に係る負債 228,482 243,567

繰延税金負債 378 －

その他 394,512 411,078

固定負債合計 4,323,373 4,554,646

負債合計 11,816,309 11,964,560

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,405,000 3,405,000

資本剰余金 712,546 712,546

利益剰余金 △2,482,144 △2,131,531

自己株式 △7,610 △7,680

株主資本合計 1,627,792 1,978,334

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 796 778

退職給付に係る調整累計額 △4,360 －

その他の包括利益累計額合計 △3,564 778

純資産合計 1,624,227 1,979,113

負債純資産合計 13,440,536 13,943,673
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 1,792,595 2,115,136

売上原価 709,769 885,751

売上総利益 1,082,825 1,229,385

販売費及び一般管理費 756,878 788,618

営業利益 325,947 440,767

営業外収益   

受取利息 1,494 1,566

受取賃貸料 2,094 4,528

その他 2,546 2,666

営業外収益合計 6,135 8,760

営業外費用   

支払利息 71,875 71,687

その他 1,663 2,133

営業外費用合計 73,538 73,821

経常利益 258,544 375,706

特別利益   

固定資産売却益 ※ 14,548 ※ 25,259

特別利益合計 14,548 25,259

税金等調整前四半期純利益 273,093 400,966

法人税、住民税及び事業税 23,861 45,470

法人税等調整額 － 4,882

法人税等合計 23,861 50,353

四半期純利益 249,231 350,612

親会社株主に帰属する四半期純利益 249,231 350,612
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 249,231 350,612

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 176 △17

退職給付に係る調整額 4,361 4,360

その他の包括利益合計 4,537 4,343

四半期包括利益 253,769 354,956

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 253,769 354,956

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第３四半期連結会計期間より、連結子会社が１社増加しました。なお、当該変更が四半期連結財務諸表に与

える影響は軽微であります。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産

　その他（長期滞留債権）
118千円 118千円

 

２　当社は、資金調達の機動性と安定性を高め、資金効率の向上、金融費用の軽減を図るため、親会社の森トラ

スト株式会社と貸出コミットメント契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

貸出コミットメント総額 6,600,000千円 6,550,000千円

借入実行残高 6,600,000 6,550,000

差引額 － －

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　固定資産売却益

　前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間において、賃貸事業用不動産である住居等の売

却に伴う建物及び構築物、土地の固定資産売却益を計上しました。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 127,214千円 137,572千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

 

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

 

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間 （自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 不動産賃貸

販売代理・
仲介

不動産管理 不動産販売 その他 計

売上高         

外部顧客への売上高 974,935 383,004 163,554 202,779 68,320 1,792,595 － 1,792,595

セグメント間の内部売

上高又は振替高
5,636 3,491 20,547 － 12,150 41,825 △41,825 －

計 980,572 386,495 184,102 202,779 80,470 1,834,420 △41,825 1,792,595

セグメント利益又は損失

（△）
430,909 △4,762 24,454 17,396 11,943 479,941 △153,993 325,947

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額△153,993千円には、セグメント間取引消去3,184千円、各報告セグメ

ントに帰属しない全社費用△157,178千円が含まれております。全社費用は、主に管理部門の一般管理

費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間 （自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 不動産賃貸

販売代理・
仲介

不動産管理 不動産販売 その他 計

売上高         

外部顧客への売上高 1,018,406 466,355 168,278 373,888 88,207 2,115,136 － 2,115,136

セグメント間の内部売

上高又は振替高
5,724 5,897 22,631 － 12,150 46,403 △46,403 －

計 1,024,130 472,253 190,909 373,888 100,357 2,161,540 △46,403 2,115,136

セグメント利益 458,366 79,017 13,678 28,330 33,199 612,593 △171,825 440,767

(注)１．セグメント利益の調整額△171,825千円には、セグメント間取引消去△4,062千円、各報告セグメントに

帰属しない全社費用△167,763千円が含まれております。全社費用は、主に管理部門の一般管理費であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、前第３四半期連結会計期間に「不動産販売」事業の売上高に係る量的な重要性が増した

ことにより、報告セグメントとして「不動産販売」事業を独立開示いたしました。この「不動産販売」事業

の売上増加に伴い、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより経営管理手法に即した

ものとするため、連結子会社の販売費及び一般管理費について、セグメント共通費用の配賦方法及び全社費

用の対象を見直しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、それ

ぞれ「販売代理・仲介」で2,303千円、「不動産販売」で17,653千円、「その他」で5,332千円増加し、「不

動産賃貸」で3,720千円、「不動産管理」で16,253千円、「調整額」で5,315千円減少しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の事業セグメントの利益又は損失の算定方

法に基づき作成したものを開示しております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7円92銭 11円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
249,231 350,612

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
249,231 350,612

普通株式の期中平均株式数（株） 31,475,252 31,473,848

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

アーバンライフ株式会社(E03946)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月１日

アーバンライフ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　　井　　隆　　雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　口　　義　　敬　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアーバンライフ

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アーバンライフ株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

アーバンライフ株式会社(E03946)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

